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報告内容 

• 医療福祉職の人材不足、地域偏在 
 

• 気仙沼保健福祉事務所、ハローワーク 

 等と協同 
 

• 「医療・福祉の就職説明会」ｉｎ気仙沼開催 
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リハ職の現状 

  H23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

PT 43 43 43 43 

OT 41 40 39 39 

ST 41 38 38 38 

県内の病院に従事するリハ職の数 

県内の病院に従事するリハ職の数 
（人口１０万あたり、全国順位） 

やや向上･･･ 
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当センターの今までの取組 

• 平成１８年度～ 県内施設
とリハ専門職のみを対象と
した就職説明会を年１回
開催 

 

• 平成２７年度、本説明会を
通じて採用となった方の割
合は19％ 
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今までの取組の課題 

• 入場者数の減少 

 

 

 

• 仙台近郊施設に希望
が集中 
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地域の現状 

6 三陸新報（平成２８年７月８日） 



気仙沼の現状 

職種 必要数 不足数 充足率 

介護職員 1176人 103人 91％ 

看護職員 245人 32人 87％ 

リハ職員 66人 19人 71％ 

医療・介護職すべて人材不足 

気仙沼圏域介護人材確保協議会 
「介護人材に関するアンケート集計結果」によると・・・ 
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人材確保の主な取組 

機関 職種 主な対象 対象地域 

リハ支援センター リハ専門職 学生 全県 

医療整備課 看護師 学生 全県 

福祉人材センター 介護・看護・リハ 有資格者 全県 

ハローワーク 不問 有資格者 各圏域 
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今回の取組 

機関 職種 主な対象 対象地域 

リハ支援センター リハ専門職 学生 全県 

医療整備課 看護師 学生 全県 

福祉人材センター 介護・看護・リハ 有資格者 全県 

ハローワーク 不問 有資格者 各圏域 

主催 

協力 

リハ専門職 
看護師 

介護福祉士 
 

学生 
有資格者 

 

気仙沼
圏域 
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医療・福祉の就職説明会概要 
平成２８年１０月２日（日） 

会場：気仙沼保健福祉事務所 

 

求人対象： 

 気仙沼圏域内の医療機関、事業所等 

 

求職対象： 

 作業療法士・理学療法士・言語聴覚士 

 看護職（准看護師含む） 

 介護福祉士 

 福祉の仕事に興味のある方 
 

仙台駅～会場まで 

無料送迎あり！ 10 



周知先 
機関 周知先 周知方法 

リハ支援センター 
リハ職・看護・介護養成校 
気仙沼圏域内法人等 

就職担当者へ手渡し 
養成校教員へメール等 
郵送（約１５０ヶ所） 

気仙沼保健福祉事務所 
気仙沼圏域内の養成校・

法人等 
電話等 

福祉人材センター 
求職登録者 
県内関係機関 

郵送（約３００ヶ所） 

ハローワーク 求職登録者 
ポスター掲示 
チラシ配布 

医療整備課 看護学生等 
「看護学生・未就業看護師
等病院就職ガイダンス」での

チラシ配布 

気仙沼介護サービス法人
連絡協議会 

協議会に参加している 
法人 

FAX 

11 

 

 



三陸新報 
（平成２８年８月１１日） 

メディア活用 

• 地元紙に掲載 

 

• 地元のさいがいエフエム
でイベント告知 

 

• 地元のケーブルテレビへ
イベント掲載 

三陸新報（平成２８年９月２９日） 
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当日の結果 

• １４法人参加 

  （求人 ２４事業所、求人総数８７名） 

• 就職希望者６５名参加 
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午前 「合同就職説明会」 
10:30～11:10 

 「採用法人等３分ＰＲ」 

• 11法人等 

 

 

11:10～12:30 

 「個別面談コーナー」 

• 14法人等 

• 就職希望者65名参加 
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午後 「医療・福祉の職場見学会」 

• 13:00～14:45 

 就職希望者が希望する 

 事業所を直接見学できる 

 

• 参加希望法人12法人中、
7法人実施 

 

• 就職希望者２４名参加 

初 
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アンケート結果① 採用希望法人等 
• 「大変よかった」「良かった」が８割以上 

• 「まず施設を知ってもらい，興味をもってもらうことができて
よかった」「継続した開催を望む」意見が多かった。 

  
行ってきた 
取組（％） 

今後必要な 
取組（％） 

行ってきた取組 
との比較 

 養成校の説明会への参加 28 57 ↑ 

 養成校に出向いて説明 14 42 ↑ 

 民間主催の説明会に参加 21 35 ↑ 

 養成校への求人票送付 42 57 ↑ 

 実習生受入 50 35   

 施設独自の説明会 7 14 ↑ 

 ハローワーク求人 85 35   

 教育体制の充実 28 57 ↑ 

 福利厚生の充実 21 71 ↑ 

 その他 7 14 ↑ 16 



アンケート結果② 就職希望者 

• 「大変よかった」「良かった」
が約９割 

• 「３分ＰＲ」の満足度が最も
高かった。 

• 「今後の就職活動を考える
上での参考にしたい」という
前向きな意見が多かった。 

就職希望者の現在の居住地 
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考察① 地域開催のメリット 

地元の就職希望者 

地域の施設に興味を持つ 

・施設を知ってもらう 
・多職種一度にＰＲ 

互いの人材確保
の取組を知る 

つながり作り 

リハ 

看護 

介護 

地元の採用希望法人等 

施設 

病院 

地元の養成校 
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考察② 開催してみての課題 

• 開催時期が遅く、養成校卒業年次の学生が
少なかった 

• 地域の高校へのＰＲ不足 
 

⇒養成校のカリキュラムや就職活動に関する
スケジュールを考慮した開催にすることで 
 

より直接的に地域への就職を促すこと可能 
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まとめと今後の展望 

• 地域開催による説明会は 

①Ｕターン学生への就職の促し 

②施設の人材確保強化 

③養成校と施設のつながり作り 

 

• 今後も他機関と調整し，他圏域での開催
を検討し，人材確保につなげていきたい。 
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